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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第１四半期連結
累計期間

第67期
第１四半期連結
累計期間

第66期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
６月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
６月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（百万円） 2,494 2,453 9,158

経常利益（百万円） 286 297 1,196

四半期（当期）純利益（百万円） 178 171 760

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
178 179 772

純資産額（百万円） 8,370 8,968 8,964

総資産額（百万円） 14,156 14,004 13,687

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
15.31 14.68 65.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 59.1 64.0 65.5

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、事業等のリスクについて新たに発生した事項または前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

    　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高の是正や株価上昇等により、輸出産業を主体に企業収益の

改善が見られ、緩やかな回復基調で推移いたしました。世界においては、依然として欧州債務問題や中東情勢不安等

があるものの、米国の景気回復、新興国の需要拡大などにより、低成長ながら堅調に推移いたしました。

　このような経済環境のもと、当社グループにおいては、お客様の期待と信頼を獲得するため、社員一人一人が自分

の責任を果たし、品質、スピード、実行にこだわり、グローバルな競争の中で、品質、価格ともに、どの国にも負けない

競争優位の体制作りを進めてまいります。

　販売面では、当社グループの主な市場である工作機械、産業機械、建設機械市場におきましては、国内需要が堅調に

推移しておりますが、前年同期の売上高をやや下回る結果となりました。また半導体、液晶製造装置関連市場におき

ましては設備投資に前向きな傾向が見られ、市況がやや戻り受注も回復基調にあります。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は24億53百万円（前年同期比1.7％減）となり、営業利益は３億18

百万円（同2.5％増）、経常利益は２億97百万円（同4.0％増）、四半期純利益は１億71百万円（同4.1％減）となり

ました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

当社は製品構成から以下４事業所を報告セグメントとしております。

（静岡事業所）

　半導体及び液晶製造装置関連市場向けのクリーンなバルブ、配管ユニット等を生産しており、受注が前年並みに

戻ってきたため、売上高は４億39百万円（前年同期比0.5％増）となり、生産性の向上によりセグメント利益は１億

４百万円（同5.1％増）となりました。

（岐阜事業所）

　一般産業の油空圧配管用の継手、バルブ等を生産しており、重点市場である産業機械・工作機械市場向けは、需要

が回復基調にありますが、前年同期には及ばず、売上高は９億98百万円（前年同期比11.5％減）、セグメント利益は

４億２百万円（同14.0％減）となりました。

（山形事業所）

　半導体及び液晶製造装置関連、さらに分析・各種計装及び食品・パワープラント・化学市場に向けての継手、バル

ブ等を生産しておりますが、需要が回復したため、売上高は７億57百万円（前年同期比9.0％増）、セグメント利益

は２億22百万円（同16.0％増）となりました。

（IPEC岐阜事業所）

　流体別・用途別に最適な配管システムを提供することを目標にロング継手、カセット生産、配管設計・施工を行っ

ており、需要は持ち直しの動きにありますが、前年同期には及ばず、売上高は３億12百万円（前年同期比1.9％減）、

セグメント利益は64百万円（同24.3％減）となりました。 　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、62百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 56,000,000

計 56,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,000,000 同左　　

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

  単元株式数

100株

計 14,000,000 同左　　 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　  該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成25年４月１日～
平成25年６月30日 

－ 14,000,000 － 1,564 － 618

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,318,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式11,676,100 116,761 －

単元未満株式 普通株式　　5,300 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 14,000,000 － －

総株主の議決権 － 116,761 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が４千株含まれておりま

　　　　す。なお、同機構名義の株式に係る議決権の数40個は「議決権の数（個）」の欄に含まれております。

　　　　　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

イハラサイエンス㈱
東京都港区高輪３丁

目11番３号
2,318,600 － 2,318,600 16.57

計 － 2,318,600 － 2,318,600 16.57

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,062 5,059

受取手形及び売掛金 ※
 2,003

※
 2,178

商品及び製品 351 360

仕掛品 347 350

原材料及び貯蔵品 662 675

繰延税金資産 98 164

その他 98 115

流動資産合計 8,625 8,903

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,586 1,564

機械装置及び運搬具（純額） 507 517

土地 1,420 1,420

建設仮勘定 133 158

その他（純額） 51 47

有形固定資産合計 3,700 3,708

無形固定資産 116 120

投資その他の資産

投資有価証券 606 634

長期貸付金 2 3

生命保険積立金 77 80

繰延税金資産 512 508

その他 47 47

貸倒引当金 △0 △2

投資その他の資産合計 1,245 1,271

固定資産合計 5,062 5,100

資産合計 13,687 14,004
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 335 424

1年内償還予定の社債 300 300

短期借入金 399 369

未払金 184 376

未払法人税等 236 193

賞与引当金 － 179

その他 94 98

流動負債合計 1,551 1,941

固定負債

社債 50 50

長期借入金 1,241 1,154

退職給付引当金 1,472 1,477

役員退職慰労引当金 183 189

資産除去債務 54 54

長期預り保証金 170 169

固定負債合計 3,172 3,094

負債合計 4,723 5,035

純資産の部

株主資本

資本金 1,564 1,564

資本剰余金 618 618

利益剰余金 8,511 8,508

自己株式 △1,742 △1,742

株主資本合計 8,951 8,947

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8 7

為替換算調整勘定 4 13

その他の包括利益累計額合計 12 21

純資産合計 8,964 8,968

負債純資産合計 13,687 14,004
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 2,494 2,453

売上原価 1,756 1,705

売上総利益 737 747

販売費及び一般管理費 427 429

営業利益 310 318

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

為替差益 － 20

仕入割引 0 －

その他 3 1

営業外収益合計 4 22

営業外費用

支払利息 7 4

為替差損 15 －

売上債権売却損 3 3

売上割引 0 0

持分法による投資損失 － 13

複合金融商品評価損 － 18

その他 2 3

営業外費用合計 28 43

経常利益 286 297

特別損失

投資有価証券評価損 7 －

特別損失合計 7 －

税金等調整前四半期純利益 279 297

法人税、住民税及び事業税 166 188

法人税等調整額 △65 △61

法人税等合計 100 126

少数株主損益調整前四半期純利益 178 171

四半期純利益 178 171
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 178 171

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △0 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 － 8

その他の包括利益合計 △0 8

四半期包括利益 178 179

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 178 179
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 61百万円 45百万円

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

　期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 67百万円 64百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月11日

取締役会
普通株式 175 15 平成24年３月31日 平成24年６月22日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月14日

取締役会
普通株式 175 15 平成25年３月31日 平成25年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計
静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所

 IPEC岐阜
事業所

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 394 988 655 307 2,346 147 2,494

セグメント間の内部売上

高又は振替高
42 139 39 10 232 0 233

計 437 1,128 695 318 2,579 148 2,727

セグメント利益 99 467 191 85 845 52 898

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない販売子会社における商品売上等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円） 　

利益 金額

報告セグメント計 845

「その他」の区分の利益 52

セグメント間取引消去 △182

全社費用（注） △398

棚卸資産の調整額 △6

四半期連結損益計算書の営業利益 310

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計
静岡事業所 岐阜事業所 山形事業所

 IPEC岐阜
事業所

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 403 889 718 300 2,311 141 2,453

セグメント間の内部売上

高又は振替高
36 109 39 11 196 0 197

計 439 998 757 312 2,508 142 2,650

セグメント利益 104 402 222 64 794 35 830

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない販売子会社における商品売上等であります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円） 　

利益 金額

報告セグメント計 794

「その他」の区分の利益 35

セグメント間取引消去 △128

全社費用（注） △384

棚卸資産の調整額 1

四半期連結損益計算書の営業利益 318

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円31銭 14円68銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 178 171

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 178 171

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,681 11,681

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　平成25年５月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………175百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年６月24日

　（注）　平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月７日

イハラサイエンス株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　伸行　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　光一郎　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　裕子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイハラサイエンス

株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において　一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続きは、我が国において一般に公正妥当と認め

られる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イハラサイエンス株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示しないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

イハラサイエンス株式会社(E01395)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

